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Study about clarifying process of learning（Ⅰ）







その振り返りを調査 A，その後「解体」してからの振り返りを調査 B とし，「制作中に考えたこと」「完成
した制作物に思うこと」「この制作で知ったこと」の記述式によるアンケート調査を行った．併せて，被験
者が自身の調査 A と調査 B を俯瞰して思うことの調査を行った．分析の方法として，無作為に選んだ被験
者 3 名の記述式アンケートを分節化し「課題遂行の各段階におけるメタ認知的活動」を指標としてカテゴ
リーに分類したものから各被験者の調査における特徴を見出した．【結果】参加者数は 25 名で，男性 7 名，













































































































・調査 A と調査 B の比較： 被験者が自らの調査 A と
調査 B を比較した感想を書く．
　調査に要する時間は，説明・制作・調査 A・調査 B・



















































3 ） 2 ）の結果を個人内比較し，調査 A と調査 B にお
けるメタ認知的活動の特徴を捉える．回答を分節化し
カテゴリーに分け，それぞれの特徴を明らかにする．


























行った．（表 1 ～ 9）
3 ） 2 ）の結果を個人内比較し，調査 A・調査 B にお
けるメタ認知的活動の特徴を捉えた．
〔被験者Kの特徴〕












4 ）被験者が自らの調査 A と調査 B を比較した感想を





































































































　東京大学 CoREF 入手日 2020/11/23 2009-2020 CoREF， The 
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